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今回は、前回伐木しておいた
ニセアカシヤとニワウルシを玉
切りにして、堤内地へ持ち出し
ました。
作業としては、伐木するメン
バーと今まで伐木して置いてあ
った樹木を玉切りにするメンバ

ーとに別れ、作業を進めました。
玉切りにする段階で幹から枝を取り除く作業が、実は大
変です。太い枝はチェンソーで切れるのですが、それより
細くなると剪定ばさみやナタを利用しないと切れないので
す。しかし、この作業を怠ると、枝が嵩張ってしまい処理
が大変になってしまいます。この作業が案外時間がかかっ
ています。
また、集積した枝の処分方法に苦慮しています。幹は薪
配布という方法で再利用できますが、枝の部分は今のとこ
ろ目処がたっていません。
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終了時の様子 平井川右岸の下流側から上流側を見る

棒投げ遊び

玉切りと持ち出しの様子大径木伐採の準備の様子

終了時上流からの様子

手作業で竹の根切り作業

終了時下流からの様子

休憩中


